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日
本
近
現
代
文
学
と
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
（catastrophe

）
。
第
二
次
世
界
大
戦

（W
orld

W
ar

II,
1939-1945

）
後
の
荒
廃
を
描
い
た
荒
地
派
か
ら
、
阪
神
・

淡
路
大
震
災
（
一
九
九
五
年
一
月
一
七
日
）
を
受
け
て
書
か
れ
た
、
村
上
春
樹

（
一
九
四
九
年
―
）
の
『
神
の
子
ど
も
た
ち
は
み
な
踊
る
』（
新
潮
社
、
二
〇
〇

〇
年
二
月
）
に
至
る
ま
で
、
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
は
日
本
近
現
代
文
学
に
お
け

る
物
語
の
源
泉
に
な
っ
て
き
た
と
言
っ
て
も
よ
い
。
一
九
八
〇
年
代
に
お

け
る
冷
戦
（C

old
W
ar,

1945-1989

）
と
核
戦
争
の
危
機
を
コ
ン
テ
ク
ス
ト

（context

）
に
し
て
、
安
部
公
房
（
一
九
二
四
―
一
九
九
三
年
）
も
ま
た
核
シ
ェ

ル
タ
ー
を
描
い
た
『
方
舟
さ
く
ら
丸
』（
新
潮
社
、
一
九
八
四
年
一
一
月
）
を

発
表
し
て
い
る
。
東
日
本
大
震
災
（
二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
）
と
そ
の
洪
水

と
い
う
現
代
の
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
を
受
け
、
安
部
公
房
文
学
に
お
け
る
「
水
」

の
表
象
（representation

）

を
論
じ
た
の
が
、
こ
の
書
評
で
紹
介
す
る
李
先

胤
『

世
紀
に
安
部
公
房
を
読
む

―
水
の
暴
力
性
と
流
動
す
る
世
界
』

21

（
勉
誠
出
版
、
二
〇
一
六
年
七
月
）
で
あ
る
。
帯
に
「
大
洪
水
と
い
う
圧
倒
的

な
水
の
暴
力
性
を
目
の
当
た
り
に
し
た
い
ま
、
あ
ら
た
め
て
安
部
公
房
の

文
学
を
読
み
直
す
」
と
あ
る
本
書
は
、
作
品
が
書
か
れ
た
同
時
代
の
コ
ン

◎
書
評

李
先
胤
著
『

世
紀
に
安
部
公
房

21

を
読
む

―
水
の
暴
力
性
と
流
動

す
る
世
界
』

大

場

健

司

O
B

A
K

e
n

j
i

テ
ク
ス
ト
か
ら
の
み
な
ら
ず
、
カ
タ
ス
ト
ロ
フ
を
経
た
現
代
の
コ
ン
テ
ク

ス
ト
か
ら
安
部
を
読
み
直
す
試
み
に
も
な
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

著
者
の
李
先
胤
氏
は
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
で
博
士
号
を

取
得
さ
れ
、
高
麗
大
学
校

G
L
O
B
A
L

日
本
研
究
院

研
究
教
授
を
経

H
K

て
、
現
在
は
弘
益
大
学
校
で
教
え
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
ま
た
、
跨
境

日

本
語
文
学
・
文
化
研
究
会
、
金
孝
順
編
『
東
ア
ジ
ア
の
日
本
語
文
学
と
文

化
翻
訳
、
翻
訳
文
化
』

과
경

일
본
어
문
학

문
화
연
구
회

동
아
시
아
의

일
본
어

문
학
과

문

（

・

『

화
의

번
역
,

번
역
의

문
화

역
락

』

,
2018.2

）
に
、
拙
稿
「
越
境
す
る
『
砂
の
女
』

―
安
部
公
房
、
ポ
ー
ル
・
ボ
ウ
ル
ズ
、

・

・
エ
リ
オ
ッ
ト

―
」

T

S

（「경
계
를

넘
는

모
래

여
자

<
>

―아
베

고
보
(

安
部
公
房),

폴
보
울
즈
,
T
･S

엘
리
엇

･

―
」）

が
収
録
さ
れ
た
際
に
は
、
李
氏
に
韓
国
語
訳
を
し
て
頂
い
た
。
こ
こ
で
記

し
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

次
に
、
本
書
『

世
紀
に
安
部
公
房
を
読
む
』
の
内
容
を
紹
介
し
た
い
。

21

「
序
」
で
は
、
安
部
の
創
作
活
動
が
一
〇
年
間
の
ス
パ
ン
で
整
理
さ
れ
て

い
る
。
安
部
の
『
壁
』（
月
曜
書
房
、
一
九
五
一
年
五
月
）
に
関
し
て
は
、
壁

へ
の
変
身
に
お
け
る
「
異
形
の
身
体
」
、
及
び
洪
水
に
お
け
る
「
水
の
表

象
」
が
論
じ
ら
れ
、
そ
こ
に
「
創
造
と
破
壊
」
を
同
時
に
行
う
「
〈
デ
モ

ー
ニ
ッ
シ
ュ
〉
な
も
の
」
が
見
い
だ
さ
れ
て
い
る
（
八
頁
）
。
こ
の
「
〈
デ

モ
ー
ニ
ッ
シ
ュ
〉
な
も
の
」
の
「
怪
物
性
」
こ
そ
が
、
安
部
が
一
九
五
〇

年
代
、
一
九
六
〇
年
代
に
科
学
技
術
や

を
主
題
化
し
た
際
に
描
い
て

S
F

い
た
も
の
だ
と
言
っ
て
も
よ
い
。
第
一
節
で
は
、
安
部
が
「
夜
の
会
」
や

「
世
紀
の
会
」
と
い
っ
た
前
衛
芸
術
運
動
に
参
加
し
て
い
た
一
九
四
〇
年

代
後
半
に
、「
実
存
哲
学
的
語
彙
を
駆
使
し
て
い
た
安
部
の
テ
ク
ス
ト
は
、

身
体
の
変
形
と
い
う
非
現
実
的
事
件
を
扱
う
反
リ
ア
リ
ズ
ム
の
文
体
を
獲
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得
す
る
」（
六
頁
）
と
あ
る
が
、
そ
れ
以
降
の
安
部
に
実
存
主
義
（existentialism

）

の
影
響
が
如
何
に
あ
っ
た
の
か
が
気
に
な
る
。
私
見
を
述
べ
る
な
ら
ば
、

安
部
が
「
〈
デ
モ
ー
ニ
ッ
シ
ュ
〉
な
も
の
」
を
「
名
づ
け
が
た
き
も
の
」（
一

四
頁
）
と
規
定
す
る
と
き
、
そ
こ
に
は
何
者
で
も
な
い
「
実
存
」（existence

）

が
見
い
だ
さ
れ
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

第
一
章
「
〈
怪
物
性
〉
と
い
う
概
念
と
安
部
公
房
の
文
学
論
」
で
は
、

既
存
の
秩
序
を
揺
る
が
す
〈
怪
物
性
〉
が
、
安
部
の

論
や
ロ
シ
ア
・

S
F

フ
ォ
ル
マ
リ
ズ
ム
（R

ussian
form

alism

）
に
お
け
る
「
異
化
」（D

efam
iliarization

）

を
参
照
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
安
部
の

論
で
興
味
深
い
の
は
、「
科

S
F

学
」
が
「
非
日
常
」
と
二
項
対
立
的
な
関
係
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
む
し

ろ
「
日
常
」
の
内
部
の
「
非
日
常
」
を
開
示
す
る
も
の
と
し
て
提
示
さ
れ

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
安
部
は

と
い
う
「
仮
説
の
文
学
」

S
F

を
と
お
し
て
、「
日
常
」
の
価
値
観
を
転
覆
し
よ
う
と
し
た
の
だ
と
い
う
。

第
二
章
「
水
の
表
象
と
暴
力
」
で
は
、
安
部
に
よ
る
「
水
の
表
象
」
が

作
品
ご
と
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
特
に
参
考
に
な
っ
た
の
が
、「
洪
水
」（『
人

間
』
一
九
五
〇
年
一
二
月
号
）
、
及
び
『
方
舟
さ
く
ら
丸
』（
新
潮
社
、
一
九
八
四

年
一
一
月
）
に
関
す
る
箇
所
で
あ
っ
た
。
第
二
節
で
は
、
安
部
の
「
洪
水
」

が
ジ
ュ
ー
ル
・
シ
ュ
ペ
ル
ヴ
ィ
エ
ル
（Jules

S
upervielle,

1884-1960

）
の
「
ノ

ア
の
方
舟
」（"L

'A
rche

de
N
oé",

1938

）
と
詳
細
に
比
較
さ
れ
て
お
り
、
比

較
文
学
的
に
重
要
で
あ
る
。
更
に
『
方
舟
さ
く
ら
丸
』
に
関
し
て
は
、
新

興
宗
教
「
イ
エ
ス
の
方
舟
」
や
、
ガ
ル
シ
ア
＝
マ
ル
ケ
ス
（G

arcía
M
árquez,

1927-2014

）
原
作
、
寺
山
修
司
（
一
九
三
五
―
一
九
八
三
年
）
監
督
の
映
画
『
さ

ら
ば
箱
舟
』（

、
一
九
八
四
年
九
月
公
開
）
と
の
関
係
で
論
じ
ら
れ
て
お

A
T
G

り
、
安
部
と
寺
山
の
関
係
を
考
察
す
る
上
で
は
必
読
と
な
る
だ
ろ
う
。

第
三
章
「
裁
き
と
排
除
の
空
間
」
で
は
、
『
方
舟
さ
く
ら
丸
』
や
『
東

欧
を
行
く

―
ハ
ン
ガ
リ
ア
問
題
の
背
景
』（
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
、
一
九

五
七
年
二
月
）
に
お
け
る
「
国
家
」
の
問
題
が
扱
わ
れ
る
こ
と
で
、
安
部
に

よ
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
（nationalism

）
批
判
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
と
言
っ

て
も
よ
い
。
す
な
わ
ち
、
安
部
は
一
九
五
〇
年
代
か
ら
、
国
家
主
義
や
民

族
主
義
が
「
境
界
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
生
じ
る
限
定
と
排
除
の
暴
力
」

（
二
〇
六
頁
）
を
批
判
し
て
い
た
の
だ
。
こ
の
よ
う
な
安
部
の
一
貫
し
た
ナ

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
批
判
を
提
示
し
て
い
る
点
で
、
本
書
は
同
時
期
に
出
版
さ

れ
た
坂
堅
太
『
安
部
公
房
と
「
日
本
」

―
植
民
地
／
占
領
経
験
と
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
』（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
六
年
九
月
）
に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
論
と
好
対
照
を
成
す
で
あ
ろ
う
。

第
四
章
「
「
水
」
と
「
変
形
」
を
め
ぐ
る
科
学
的
言
説
の
射
程
」
で
特

に
興
味
深
い
の
は
、
安
部
が
一
九
八
〇
年
代
に
用
い
た
「
ヘ
テ
ロ
」（hetero

）

／
「
ホ
モ
」（hom

o

）
と
い
う
言
葉
が
、
同
時
代
の
浅
田
彰
（
一
九
五
七
年
―
）

の
『
構
造
と
力

―
記
号
論
を
越
え
て
』（
勁
草
書
房
、
一
九
八
三
年
九
月
）

に
お
け
る
「
ス
キ
ゾ
」（schizo

）
／
「
パ
ラ
ノ
」（parano

）
に
由
来
す
る
こ

と
を
示
し
た
点
で
あ
ろ
う
。
安
部
は
国
家
へ
の
集
団
化
（
ホ
モ
）
に
対
抗

し
て
「
ヘ
テ
ロ
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
お
り
、
安
部
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
に
抵
抗
す
る
た
め
に
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
（postm

odern

）
を
受
容
し
て
い
た

の
だ
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
消
費
社
会
論
的
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
日

本
の
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
を
再
考
す
る
鍵
と
な
り
う
る
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
、
本
書
は
「
非
現
実
的
な
世
界
を
描
い
た
と
思
わ
れ
る
小

説
が
、
き
わ
め
て
同
時
代
の
問
題
と
結
び
つ
い
て
い
る
点
を
明
ら
か
に
し

た
」（
波
潟
剛
「
李
先
胤
著
『

世
紀
に
安
部
公
房
を
読
む

水
の
暴
力
性
と
流
動
す
る

21
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世
界
』
」
（
『
昭
和
文
学
研
究
』
第
七
五
集
、
二
〇
一
七
年
九
月
）
一
六
一
頁
）
点
で
評

価
で
き
る
。
更
に
、
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
ア
ガ
ン
ベ
ン
（G

iorgio
A
gam

ben,
1942-

）

や
ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー
（M

ichel
Foucault,

1926-1984

）

ら
の
現
代
思
想

を
積
極
的
に
用
い
て
い
る
こ
と
も
特
徴
的
だ
と
言
っ
て
も
よ
い
。

ま
た
、
安
部
の
文
学
を
震
災
を
経
て
読
む
こ
と
で
、
如
何
な
る
可
能
性

の
中
心
を
見
い
だ
し
得
る
だ
ろ
う
か
。
か
つ
て
番
場
寛
は
、
震
災
後
の
坂

口
恭
平
（
一
九
七
八
年
―
）
の
モ
バ
イ
ル
ハ
ウ
ス
か
ら
安
部
の
『
箱
男
』（
新

潮
社
、
一
九
七
三
年
三
月
）
を
想
起
し
た
が
（
番
場
寛
「
「
所
有
」
に
つ
い
て

―
(2)

坂
口
恭
平
『
独
立
国
家
の
つ
く
り
か
た
』
を
読
ん
で
『
箱
男
』
を
思
い
出
す

―
」（
『
も

ぐ
ら
通
信
』
第
九
号
、
二
〇
一
三
年
五
月
）
四
―
六
頁
）
、
『
箱
男
』
の
都
市
型
狩

猟
採
集
生
活
に
政
治
的
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
が
見
い
だ
さ
れ
得
る
だ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、
本
書
は
安
部
の
文
学
に
お
け
る
「
水
の
表
象
」
や
「
怪

物
性
」
だ
け
で
な
く
、

や
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
を
考

S
F

察
す
る
上
で
も
多
大
な
ヒ
ン
ト
を
与
え
て
く
れ
る
良
書
で
あ
る
。
勉
誠
出

版
に
は
こ
れ
か
ら
も
、
東
ア
ジ
ア
の
研
究
者
に
よ
る
良
質
な
研
究
書
を
出

版
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

〇
目
次

は
じ
め
に

序
章

「
安
部
公
房
の
思
想
と
時
代
」

「
〈
デ
モ
ー
ニ
ッ
シ
ュ
〉
な
も
の
の
胎
動
」
／

「
批
判
精
神
と

1

2

科
学
技
術
へ
の
注
目
」
／

「
文
学
ゲ
リ
ラ
の
戦
術
と
雑
種
文
化

3

論
」
／

「
再
構
成
さ
れ
る
テ
ク
ス
ト
と
儀
式
化
に
対
す
る
抵
抗
」

4

／

「
方
舟
か
ら
「
ヘ
テ
ロ
精
神
」
の
復
権
へ
」
／

「
水
の
表

5

6

象
で
世
界
を
考
え
る
」

第
一
章
「
〈
怪
物
性
〉
と
い
う
概
念
と
安
部
公
房
の
文
学
論
」

「
覚
醒
を
呼
び
か
け
る
〈
怪
物
性
〉
」
／

「
〈
怪
物
性
〉
の
文

1

2

学
と
認
識
的
異
化
作
用
」
／

「
安
部
公
房
に
お
け
る
「
仮
説
の

3

文
学
」
」
／

「
安
部
公
房
と
日
本
の

―
「
名
の
な
い
怪
物
」

4

S
F

の
ゲ
リ
ラ
戦
」

第
二
章
「
水
の
表
象
と
暴
力
」

「
水
の
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
」
／

「
洪
水
と
ノ
ア
の
方
舟
の
反
転
」

1

2

／

「
方
舟
と
い
う
空
間
と
政
治
」

3

第
三
章
「
裁
き
と
排
除
の
空
間
」

「
閉
鎖
空
間
と
排
除
の
シ
ス
テ
ム

―
壁
と
い
う
シ
ス
テ
ム
の

1両
義
性
」
／

「
方
舟
と
い
う
閉
鎖
空
間
の
政
治
性
」
／

「
新

2

3

し
い
法
に
よ
る
国
境
と
排
除
の
論
理
」

第
四
章
「
「
水
」
と
「
変
形
」
を
め
ぐ
る
科
学
的
言
説
の
射
程
」

「
「
洪
水
」
と
観
察
の
科
学
」
／

「
水
の
位
相
空
間
と
変
形
の

1

2

論
理
」
／

「
洪
水
の
予
言
と
テ
ク
ノ
ク
ラ
シ
ー
」
／

「
父
な

3

4

る
も
の
／
母
な
る
も
の
の
〈
怪
物
的
〉
身
体
」
／

「
身
近
な
も

5

の
か
ら
来
る
異
質
感

―
境
界
線
上
の
身
体
と
生
と
視
覚
の
問
題
」

結
語
「
水
の
波
動
、
転
換
期
を
渡
る
方
舟

―
科
学
の
言
説
に
よ
る
詩
学
」

参
考
文
献

あ
と
が
き

―
「
計
算
機
の
手
」
で
「
怪
獣
の
心
」
を
描
く
こ
と

（
二
〇
一
六
年
七
月

勉
誠
出
版

三
〇
八
頁

四
二
〇
〇
円
＋
税
）

（
韓
国
・
朝
鮮
大
学
校
外
国
語
学
部
日
本
語
科
助
教
授
）


